
８８８８ 少子化の地域差③少子化の地域差③少子化の地域差③少子化の地域差③ 〈〈〈〈県内市町村比較県内市町村比較県内市町村比較県内市町村比較 2222----2222〉〉〉〉

（３）少子化の地域差が生じる要因（３）少子化の地域差が生じる要因（３）少子化の地域差が生じる要因（３）少子化の地域差が生じる要因◎少子化対策に関する有識者との意見交換会（H26.7.7 東京事務所）中京大学 教授 松田 茂樹氏 より

（１）（１）（１）（１）合計特殊出生率（合計特殊出生率（合計特殊出生率（合計特殊出生率（H20～～～～24年平均）年平均）年平均）年平均）○合計特殊出生率の1位は香芝市、2位は十津川村である。逆にワースト1位は平群町、2位は上牧町であり、北部・南部といった地域地域地域地域による偏りは見られないによる偏りは見られないによる偏りは見られないによる偏りは見られない。 （２）人口の社会増減率と出生率（２）人口の社会増減率と出生率（２）人口の社会増減率と出生率（２）人口の社会増減率と出生率
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出生率（人口千対）
相関係数：０．８２

社会増減率（％）

出生率：H20～24人口動態保健所・市町村別統計（H20～24年の5年/年平均)社会増減率:人口推計調査(値は、H20～24年・各年年報を合計し平均したもの)＊社会増減率とは、転入者の割合（％）－転出者の割合（％）で算出したもの
出生率:H20～24人口動態保健所・市町村別統計（H20～24年の5年/年平均)社会増減率:人口推計調査（年報）（H20～24年）

○○○○社会増減率がプラス方向に上がる市町村ほど、出生率が高くなる傾向社会増減率がプラス方向に上がる市町村ほど、出生率が高くなる傾向社会増減率がプラス方向に上がる市町村ほど、出生率が高くなる傾向社会増減率がプラス方向に上がる市町村ほど、出生率が高くなる傾向。合計特殊出生率＝15～49歳までの女性の年齢ごとの出生率（母の年齢別出生数÷年齢別女性人口）を割り出して合計したもの。

1.5以上1.4以上1.5未満1.3以上1.4未満1.2以上1.3未満1.1以上1.2未満1.1未満厚生労働省「人口動態保健所・市町村統計」（H20～24年平均）


